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特別支援学校での心理教育“サクセスフル・セルフ”を用いた個別支援
水嶋　直可※１　安藤　美華代※２
要旨：特別支援学校には，情緒が不安定になったり，対人関係において様々な適応困難を抱えたりする児童生徒
も在籍している。そのため学習指導要領においても，「自立活動」という領域が設定されており，６つの区分「健
康の保持」，「心理的な安定」，「人間関係の形成」，「環境の把握」，「身体の動き」，「コミュニケーション」の指導
内容が示され重視されている。その実践としては種々の方法が用いられ，集団や個別での支援が行われている。
心理教育“サクセスフル・セルフ”は，小中学校の児童生徒において心理行動上の問題を予防し，心の健康を育
むことが報告されている。そこで本研究においては，特別支援学校の生徒に対し，心理教育“サクセスフル・セ
ルフ”を用いた個別支援を行った。その結果，心理的安定と人間関係の形成に対する力をつけることに効果があ
ることが示唆された。
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Ⅰ．はじめに
　特別支援学校の中で障害のある児童生徒は，本来
の障害に起因する学習面や行動面，対人関係等の様々
な困難さを抱え，適応困難をおこす場合も多い。また，
それによる様々な失敗経験や周囲の不適切な関わり
の積み重ねにより，自信や意欲の喪失，自尊感情の
低下をおこし，より社会への適応が困難になるとい
う悪循環に陥ることがある。
　このように，障害のある児童生徒は，その障害に
より日常生活や学習場面において様々なつまずきや
困難が生じるため，小中学校等の児童生徒と同様に
教育するだけでは不十分と言える。このため，特別
支援学校においては，学習指導要領により，小中学
校等と同様の各教科等のほかに，個々の障害による
学習上または生活上の困難を改善・克服するための
指導として，「自立活動」の領域が設定されている。
　「自立活動」の内容は，平成 21 年 3 月の学習指導
要領の改訂により「人間関係の形成」が追加され，「健
康の保持」，「心理的な安定」，「人間関係の形成」，「環
境の把握」，「身体の動き」及び「コミュニケーション」
の６つの区分とその下に26項目として示されている。
　その区分の中でも，「心理的な安定」（下位項目は，
情緒の安定に関すること，状況の理解と変化への対
応に関すること，障害による学習上生活上の困難を
改善・克服する意欲に関すること）は，自分の気持
ちや情緒をコントロールして変化する状況に適切に
対応するとともに，障害による学習上又は生活上の
困難を改善・克服する意欲の向上を図るための内容
になっている。また，「人間関係の形成」（下位項目
は，他者とのかかわりの基礎に関すること，他者の
意図や感情の理解に関すること，自己の理解と行動
の調整に関すること，集団への参加の基礎に関する
こと）では，自他の理解を深め，対人関係を円滑にし，
集団参加の基盤を培うための内容になっている。こ
のように，特別支援学校における自立活動の指導は，
個別に指導計画を作成し，計画的に行うようになっ
ている。また，個々の児童生徒へ適切な指導が行わ
れるよう，児童生徒の実態の把握，指導内容の設定，
指導方法の工夫，系統的な指導，専門家の指導助言
などを配慮しながら実践されている。
　近年，注目されている心理教育の中で，“サクセ
スフルセルフ ®”は，心理・行動上の問題を予防し，
心の健康を維持・増進させることをねらいとしてお
り，その成果が報告されている（安藤，2007，2008，
【実践報告】
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　小中学生を対象に授業の中で行う心理教育“サク
セスフル・セルフ”は，道徳・学級活動を活用し，
週 1 回１時限，年間４回を目安に，自己洞察，困難
への対処解決，ソーシャルスキルといった方法を用
いて，感情面，認知面，行動面に働きかけることで，
いじめや攻撃行動などの行動上の問題，うつなどの
心理的問題を包括的に予防し，心の健康や社会的適
応が育むことが可能であることが報告されている（安
藤，2012）。授業の中で，個別活動およびグループ活
動を行うことを通して，自分を知る方法，問題解決法，
ストレス対処法，コミュニケーションの方法，他者
に対する適切な自己主張・共感・ゆずりあいの方法，
葛藤の解決法を学習することにより，自己理解，他者
理解を深め，自己コントロール，日常生活に対する
適応力，円滑な人間関係，自己効力感を向上し，心理・
行動上の問題を減少させることを目的としている。
　この心理教育“サクセスフル・セルフ”の内容は，
自立活動の「心理的な安定」及び「人間関係の形成」
の内容に合致している。そこで，特別支援学校の生徒
に対しても，心理教育“サクセスフル・セルフ”の
手法を用いた取り組みを行うことで心理的安定をは
かり，人間関係の形成に対する力をつけていくこと
が期待できると考えた（西山，2011；堤，2012）。
Ⅱ．支援の実際
１．支援の概要
①対象生徒について
対象生徒：A 子　高校 1 年女子
　　　　　（支援開始時１５歳８ヶ月）
　A 子は，高等部入学後になかなか学校になじめず，
授業に参加できなかったり，授業中の私語や同級生
をからかったりすることがあり，仲の良い友達もで
きにくい状況が続いていた。その一方で，頭痛や腹
痛を訴えて毎日何度も保健室に来室し，家庭や学校，
他の生徒に対する不満を訴え，「自分は良くなりたい
と思ってこの学校に入った」，「授業もがんばっていき
たい」，「卒業後は，就職したい」という気持ちを表し，
現状と自分の理想の姿の間で苦しんでいる様子が伺
えた。
　また，特に苦手な授業の前には，体調不良を訴え
て授業に入ることを渋ることがあり，そのような時
に，教員に指導を受けると，乱暴な行動や声を荒げ
るようなこともあった。
　A 子の課題としては，「情緒が不安定で授業に参加
できない」，「言動が乱暴で周囲の人とのトラブルが
ある」ということが挙げられた。
　このようなＡ子の課題は，心理教育“サクセスフル・
セルフ”プログラムのねらいに合致しており，支援
方法として有効ではないかと考えられた。
　A 子にかかわる教員チーム（担任，学年団，特別
支援コーディネーター，進路指導主事，教務，教頭，
養護教諭）で支援の必要性が話し合われ，本人の了
解も得た上で，「自立活動」として行うこととなった。
そこで，日頃から家庭のことや学校のことなどいろ
いろと話をすることが多く，信頼関係ができていた
こと，担任と A 子の行動に対して毎日のように情報
交換を行っており実態について共有できていたこと
から，Ａ子の入学時から個別にかかわりがあった B
養護教諭が支援を行うことになった。
②プログラム実施方法
　心理教育“サクセスフル・セルフ”については，校
内で C プログラム開発者（臨床心理士）を講師に研
修を実施してきており，その概要や有効性について
は高等部の教員全員で，ある程度の共通理解ができ
ていた。
　また，A 子への支援の実施計画立案や，A 子に合わ
せたワークシートの作成と実施については，A 子の担
任団と B 養護教諭で検討し，C プログラム開発者に
コンサルテーションしながら進めていった。内容は
表１で示すように，レッスン１～６に分かれており，
レッスンごとに複数のワークシートで構成されてい
る。
　実施にあたっては，ワークシートの内容に対して A
子からの発言が出にくい場合を考慮し，ヒントとな
る内容や選択肢が提示できるよう，事前に担任団と
話し合い準備しておくようにした。
　実施した内容や記録は毎回教員チームに伝達する
ことで共有をはかり，その回ごとに事後評価すること
で，次の回（セッション）に向けて改善を重ねなが
ら進めた。また，学期や学年の区切りにも評価を行い，
教員チーム及び C プログラム開発者と共同してプロ
グラムの検討や修正を行った。
③実施期間
　A 子が高等部 1 年の 11 月から高等部 3 年 3 月の卒
業までの期間，2 年 5 ヶ月（全 45 回）にわたって実
施した。
　実施の時間帯は，他の授業終了後から下校前まで
の時間を設定した。　
　実施時間は，主にレッスン１～５までは，毎週 1 回，
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10 ～ 15 分で，レッスン６は月１～２回程度の間隔で，
１回 15 分で実施した。学校の行事や他の学習との兼
ね合いを考慮しつつ A 子にとって無理のないように
柔軟に進めていくようにした。
④評価方法
　A 子の自己評価としては，「なりたい自分」という
ワークシートに，自分の目標とその達成度を％で表記
したものと，プログラムにおいて記述したワークシー
トの内容や実施中の本人の発言から読み取ることに
した。
　教員には終了後にアンケートを実施し，分析する
ことで評価を行った。
表１　心理教育“サクセスフル・セルフ”プログラムの概要
注）◇はワークシートの内容についてのタイトル，(　) 内は各ワークシートの記号を示す。
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２．支援の経過
　この項における「　」は，A 子の語った内容，＜　
＞は B 養護教諭の発言を示す。
①レッスン１．“サクセスフル・セルフ”のイメージ
　と目標
　支援の開始日は担任から伝えていたが，当日の昼
には笑顔で「今日だったよな」，と保健室に日時の確
認にきた。A 子が，楽しみにしていたことが伺えた。
　L1( ア ) 楽しいと思うこと（レッスン１の自分を知
ろうについてのワークシート ( ア ) を示す。以下も
同様に表記する）では，ワークシートに記入する言
葉やその漢字の表記について気にしていたため，＜
国語の学習ではないので，気にせずにひらがなで書
いてもいいですよ＞と言うとほっとした表情になる。
また，思いを書き言葉にする際も時間をかけるため，
考えすぎることでこの時間が苦痛にならないように，
＜そのことは○○ということかな？＞，＜○○と考
えているのかな？＞等と，A 子の考えに近い言葉を引
き出せるように支援を行った。そうすることで，言
葉を選びつつも「男友達としゃべっているとき」，「（み
んなで集まって）歌うこと」と記入した。
　同様の支援を行い L1( イ ) 得意なことでは「歌を歌
うこと」，「バスケット」，「楽器の演奏」と記入した。
　これらのワークシートの内容からは，A 子が人と過
ごしたり一緒に活動したりすることに喜びを感じて
いることが考えられた。
　L1( ウ ) 自分の好きなところでは，「自分の好きな
ところなんかない」と小さな声で話す。B 養護教諭が
A 子の良いところとして，＜気がつく＞，＜親切なと
ころや優しいところ＞，＜明るい＞という話をする
と嬉しそうな顔になり，「そんな風に言われたことが
ある」と話し，「よく気がつく」，「小さい子が好き」，
「明るくおもしろい」と記入した。想像以上に A 子自
身の自己肯定感が低く，プラスのメッセージを伝え
ながら支援をする必要性があることを感じた。
　L1( エ ) がんばっているところについては，「授業
に出ること」，「みんなや先生との会話」，「出たくな
い授業があっても出るように努力している」と記入
する。A 子が自分の課題について自覚し，集団で過ご
すことや周囲との関係を大切にしたいと考えている
ことが伺えた。
　終了時に＜ L1 は次回で終わります＞と伝えると
「えっ，終わり？」と驚いたが，今後の予定を伝えると，
ほっとした笑顔になり「これからもやりたい」と話
す。また，「前はイライラしたらすぐ乱暴なことをし
ていたけど，今は我慢するようにしている。それでも，
たまってくるとどうしても我慢できなくて乱暴な態
度をとったり，物にあたったりしてしまう」と話す。
A 子が自分を客観的に捉え，気持ちを言葉で表現でき
るようになったことを感じた。＜ L2 ではそれについ
ての取り組みをするからね＞と伝えると，嬉しそう
な表情になった。担任からも本人がこの時間を楽し
みにしており，支援のある当日は普段よりも機嫌良
く過ごしているという話があった。A子が，喜んで積
極的に取り組めていることが確認できた。
　L1( オ ) 自分を好きになろうでは，自分自身の変
化として，「今までできなかったことができるように
なった」と記入した。そして自分をイメージした絵
には，笑顔でピースサインをする自分とハートをたく
さん描いた。余白には「素直にいえない自分のイメー
ジ」と書き，「卒業までにホンものの大人になりたい
です」，「よろしくお願いします」と書いた。プログ
ラムに取り組んでいく中で，自己理解が深まり肯定
的に自分を見られるようになったことや，今後への
期待と希望を示したものと考えた。
②レッスン２．友達との良い関係
　L2( イ ) 友達関係でよかったことでは，「自分が気
づかないことを言ってくれる」，「一緒にふざけあえ
る」，「悩みを言い合える」と記入した。
　L2( ウ ) 友達にしてもらったことについては悩み，
なかなか記入することができなかった。＜実習の時
は支え合ったりしなかった？＞と聞いても，「そんな
のある？」と言い，しばらく悩んでやっと「縄跳び
につきあってくれた」，「嫌な事でもつきあってくれ
た」と話す。最後に「困ったときに先輩が助けてくれ
たこと」をあげる。友達にしてもらったことについ
ての実感があまりなく，生活の中でお互いに助け合っ
た経験に対する印象も薄いようであった。
　反面，L2( エ ) 親切にしたことについては，「教室
移動のときに手を引いて（困っている同級生を助け
て）あげる」，「友達の仲直りの手助け」，「けんかに
ならないように手助け」とすぐに記入した。
　L2( オ ) 友達のことで困ったことについては，すぐ
に関連したエピソードについて話し，「相手が理由も
わからず怒っている時」，「友達とけんかをした時」，
「一人ぼっちにされること」と記入する。
　次の L2( カ ) 友達を困らせたことについては，A 子
がなかなか考えられずにいたが，＜自分ではそのつも
りがなくても，嫌な気持ちにさせたり，怒らせたり
したことがなかった？＞と問いかけると，「自分がイ
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ライラしているときに関係ない友達にあたった」，「相
手が嫌なことかもしれないのに自分がしたいことを
押しつけてしまった」，「一緒に学校へ行こうと誘わ
れたのを断った」と書いた。また，「友達のよさや気
持ちをわからないといけなかった」，「この勉強があっ
たから，人を困らせたことについても考えられて良
かった」，「それがなかったら，気づかずにすんでい
たかもしれない」と話した。自分と友達の関係のか
らこれまでの言動を振り返り，自分の課題と向き合
えるようになったのではないかと考えた。
　L2( キ ) でどんな友達になりたいかについて考えた
が，「やさしく声を掛けてあげられる人」，「素直に優
しく自分の気持ちを伝えられる人」と記入した。
　L2 を実施することで，自分と友達それぞれについ
て考えを深めることができた。そして，良い人間関
係をつくるための課題に気づき，理想とする友達像
についてもイメージすることができたと考えられた。
③レッスン３．もめごと解決の“３つのわざ（適切
　な自己主張，共感，ゆずりあい）”
　L3( ア ) で，もめごとが起こることはあたりまえで
あり，どちらかが悪いから起こるのではなくお互い
の気持ちの行き違いによるものであることを確認す
る。そして，その解決方法として，L3( イ )“もめご
と解決の３つのわざ”（適切な自己主張，共感，ゆず
りあい）があることを伝えた。
　L3( ウ ) ～ ( キ ) のワークシートは，実際に身の回
りであったもめごとを参考に３つのわざに対応した
ものを作成し，Ａ子が自分に起こりそうだと感じら
れる内容にした。ただし，以前あったもめごとに関
わる嫌な感情を思い出さないように，実際にあった
もめごとは避け，本人の気持ちに配慮した内容を担
任団や C プログラム開発者と検討し作成した。
　L3( オ )( カ ) において，A 子から「はらがたった」，
「○○して欲しかった」，「嫌だった」という発言は出
るが，その時の自分や相手の気持ちはどうだったか
については，自分から考えることは難しかった。そ
こで，＜相手はどう思ったかな？＞，＜どうしてそ
うしたのかな？＞，＜相手の気持ちがわからないと
きはどうしたらいい？＞などの発問をしたことで，A
子は自分の気持ちや相手の気持ちについて具体的に
考えることができた。
　L3( キ ) ゆずりあいは，A 子は「わかりにくかった」
と話した。ゆずりあいは相手の気持ちを考えながら自
分の気持ちも伝えることなので，両方を考える難し
さがあると話し，安心できるようにした。また，A 子
は「この勉強はこれからも続く？」と尋ねたり，「（“３
つのわざ”が）わかっていても，その時になったら
できない」とつぶやいたりした。このことから，今
の自分ができていることだけでは不十分と感じてい
ることや，今後のプログラムに対する期待感が伺え，
学習の積み重ねの必要を感じた。また，“３つのわざ”
をＡ子自身が自分の生活の中で活用していきたいと
願っていることが確認できた。
④レッスン４．考えよう適切なコミュニケーション 
　L3 において A 子が自分の課題に向き合えるように
なったことが確認できたため，L4 では L3 以上に，
学校生活の中で起こりやすいと実感できるトラブル
に関するワークシートを作成した。ワークシートの
内容については，担任団や保護者からも要望があり，
実施前から A 子の周囲の期待も高かった。
　L4( ア ) くすぐりっこでは，A 子はシナリオの内容
の理解に時間がかかり，相手の気持ちを考えること
でも悩み，なかなか考えがまとまらなかった。シナ
リオの登場人物について「D さん，F さんなどの，複
数のアルファベットでの表記がわかりにくい」とい
う訴えもあり，D さんと“私”に読み替えて進めた。
また，「次回からは名前にして欲しい」という希望が
あった。L4 からはシナリオの内容を，生活場面を意
識した内容にしたことで，A 子がより自分や相手の立
場について深く考えようとしていることが伺えた。A
子が理解しやすい支援の方法や，ワークシートの表
記への配慮が必要であると考えた。
　そこで，L4( イ ) からは，登場人物を仮の個人名と
“私”，という設定でシナリオを作成した。シナリオ
を B 養護教諭がゆっくり説明しながら読み，内容が
理解できていることを確認しながら進めた。そうす
ることで内容の理解が早くなり，ワークシートの発
問に対しても自分から考えられるようになった。
　しかし，「“サクセスフル・セルフ”を勉強してい
ても（人間関係が）うまくいかないこともある」と
いう言葉も聞かれた。
　L4( ウ ) では，「（トラブルが起きることは）どちら
かが悪いのではない」と自分から発言し，相手に対
する言葉掛けについて「“○○して”という言い方は
きついから，“○○でいい？”のほうがいいかも」と
言うようになった。相手の立場や気持ちに配慮した
コミュニケーションの取り方についても，考えられ
るようになってきたことが伺えた。
　L4( カ ) においては，もめごとが起こったときの複
数の解決方法を考えたが，A 子は B 養護教諭の支援
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がなくても考えることができた。しかし，実際の生
活の中では慣れていない相手には挨拶ができなかっ
たり，そっけない態度をとったりと，適切なコミュ
ニケーションが取れないことも続いており，担任か
らの指導もたびたび受けていた。このことについて
は，A 子自身も「人見知りだから」と困っている内容
であり，具体的な支援の必要性が感じられた。
⑤レッスン５． ストレスへの対応
　A 子が L4( イ ) で感じていた「“サクセスフル・セ
ルフ”を勉強していてもうまくいかず，気持ちがイ
ライラする」場合の対応として，ストレスについて
学習することを伝えた。すると，「（ストレスについ
て）どうなっているかわからない」と興奮気味に話し，
強い関心を示した。また，B 養護教諭が伝えたストレ
スのコントロールという言葉から，その言葉の意味
を問うこともあった。ストレスに対して A 子が積極
的に学習に向かおうという気持ちが伺えた。
　L5( ウ ) ストレスの原因について A 子は，友達と
のトラブルをあげたが，「友達と気持ちの行き違いが
あっても，言い過ぎるとトラブルに発展するから我
慢をしている」と話し，周囲との人間関係に気を使
いながら過ごし，トラブルに発展しないためのスキ
ルを身につけていることがわかった。しかし，我慢
をするということが中心であったため，それ以外の
方法も考えられることが望ましいと感じた。L4( ウ )
では，相手の立場を考えた自分の気持ちの伝え方に
ついて考えることができていたが，実際の生活場面
では必ずしも活用ができていないことも確認できた。
　L5( エ ) ストレスによる体と心の変化は，自覚して
いることが多く，選択項目だけでなく，「自分を傷つ
ける」，「物にあたる」，「授業に出たくなくなる」，「口
が悪くなる」という内容をワークシートに記入した。
　また，L5( オ ) ストレスマネージメントの方法につ
いても関心が高く，ストレスマネージメントの例と
して提示した内容について質問がでた。本人があげ
たストレスマネージメントの方法は，「好きな写真集
を見ること」，「カラオケ」，「ボーリング」だけであり，
考えられた内容が少なかった。その場ですぐにでき
る内容もなかったため，より多くのストレスマネー
ジメントの方法を知ったり試したりできるようにな
ることが必要ではないかと考えられた。
⑥レッスン６． いろいろなもめごとへの対応
　レッスン１～５までで一連のプログラムを終了し
たが，L4，L5 での A 子の様子から，適切なコミュニ
ケーションについては追加の支援が必要と考えられ
たため，もめごと解決に関する内容についてワーク
シートを作成し取り組むことにした。
　L6( イ ) は A 子が苦手としている慣れない人との人
間関係のシナリオだったが，解決方法として，「時間
が解決するのを待つしかない」という消極的な方法
しか考えられなかった。相手の気持ちや周囲の人の
気持ちを考えることはできたが，それに添った言動
をすることに対しては，「できない，自分でもできな
くて嫌な気持ち」と表現した。B 養護教諭が＜他には
どうしたら良いか思いつかないかな？＞と促しても，
「仕方がない」と考えが変わらなかった。「時間が解
決する」という考え方も大切ではあるが，A 子自身
も望ましい行動をしたいけどできない気持ちがあり，
重ねての支援の必要が感じられた。そこで，L6( ウ )
( エ ) においては，“私は”という言葉から始めること
で自分の気持ちの伝え方を考えることにした。
　そうすることで，L6( エ ) の授業中に騒がしい人に
対する話し方では，「私は勉強したいから小さい声で
話してくれる？○○さんも一緒に勉強しよう」とい
うように，自分の気持ちを伝えながら相手の気持ち
や立場を考えた話し方について考えることができた。
　これまでの支援により A 子に気持ちの変化が感じ
られたため，L6( オ ) では L6( イ ) のシナリオと同様
に，慣れない人との人間関係のワークシートを作成
し，複数の解決方法について考えるようにした。
　すると，以前は「時間が解決するのを待つしかない」
という解決方法に固執していたのが，「相手と少し話
をしてみる」，「先輩などに相談する」，「誤解や（相
手の人と）仲良くしたいことを（周りの人に）伝え
てもらう」と，積極的な解決方法を複数考えること
ができた。
　A 子がもめごとには複数の解決方法があることや，
自分から行動を起こす大切さについて理解できたこ
とが確認できた。
　また，L6( カ ) 喫煙の誘い，L6( キ ) 借金の依頼を
受けるシナリオでも，複数の断り方を考えると同時
に，相手が嫌な気持ちにならないような言葉遣いに
ついて考えることができた。
　L6( キ ) 後の自己評価で，A 子は「すごーい，すご
くできるようになってる」，「わー，本当にすごく変
わったわぁ」と興奮気味に喜ぶ。＜どうして変われ
たのか＞と聞くと，「苦手な人と話をしようとしたし，
すごくがんばれた」，「前は人に言われたことについ
て，だいたいでいいんじゃないかと心の中で思って
いたけど，今は言われたことについて次はもっとや
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ろうとか，こうしたらいいんじゃないかと考えられ
るようになった」と自分の成長について話した。
　最後，L6( ク ) まとめでの自分が成長できたことと
いう問いには，「自分の気持ちを素直に人に言えるよ
うになった事」，「イライラしたりしても切り換えがき
ちんとできるようになった事」，「物や人や自分にあ
たったりせず自分の気持ちを言える事」，「自分だけ
でなく人の気持ちもわかるようになってきた事」，「一
つ一つの目標をクリアできるようになった事」，「初
めて会った人でも挨拶などできるようになった事」，
の６つを一人で一気に記入した。
　これからのなりたい自分という問いには，「つらい
事などがでてくるかもしれないけどそれに逃げずに
立ち向かっていける立派な大人になりたいです」と
記入した。記入後，「昔の自分は嫌なことや，つらい
ことがあったらすぐに逃げていたけど，勉強した今
はそんなことしないで向かっていけるような大人に
なりたいと思っている」と将来について話をした。
　これまでの学習では，話をしながらじっくり言葉
を選び，文章表現について確認しながら進めること
が常であったが，一言も言わず自分の頭で整理して
いたことを集中して一気に記入した。A 子本人が自分
自身の成長について，自分の言葉で表現できるまで
に成長できたのは嬉しい驚きであった。
Ⅲ．評価
１．A 子の自己評価
　支援の区切りには，「なりたい自分」として自分の
目標をたて，ワークシートに現在は何％くらい達成
できているのかを記入してもらった（図１）。　
　各回の「なりたい自分」と達成度は，前回の記録
を見ず，あくまでその時々の本人の思う内容とその
達成感を記録したものである。そのため，その都度
目標が変更になったり，追加になったりしている。
最初から最後まで A 子が自分の目標とした内容は「素
直に人と話ができる」だった。途中自己評価が下がっ
たが，最終的には 30％から 60％と上昇した。
　自己評価が上昇していた内容では，「なりたい自分」
に近づいた実感が得られたと考えられるが，「心から
優しい気持ちで人と接する」については自己評価が
下がっていた。
　また，最後のまとめとして行った支援において「自
分が成長できたこと」としてあげた 6 項目（前述
L6）は，A 子が実感できた成長の姿として評価できる。
２．教員による評価結果
　A 子に関係が深く，指導の経過を共有した教員（担
任，学年団，進路指導主事，教務，教頭）にアンケー
トを配布し，回収した７名についてまとめた。
　プログラムの有意性に対しては，「かなりあると思
う」が２名，「思う」が５名であり肯定的な評価のみ
であった（図２）。
　また，A 子の変化についてはすべての者が「かなり
思う」，「思う」と回答したが，その変化の内容とし
ては 4 名が「乱暴な行動が減った」を「かなり思う」
として評価していた（図３）。
　また，「かなり思う」の回答があったのはそれ以外
にも，「声を荒げることが減った」，「将来に対して前
向きになった」，「周囲への意地悪が減った」，「友達
とのトラブルが減った」，「気持ちを穏やかに伝えら
れるようになった」が挙げられた。
　その他として記述があったのは，「教員の話を聞け
るようになった」，「考えて発言・行動できるように
なった」であった。どの項目においても，悪くなっ
たという評価はなかった。
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３．まとめ
　A 子の自己評価の内容及び教員が評価した A 子の
変化はどちらも課題であった「情緒が不安定で授業
に参加できない」，「言動が乱暴で周囲の人とのトラ
ブルがある」という課題の解決に結びついていた。
　このことから，本プログラムは心理的な安定をは
かり，人間関係の形成に対する力をつけていくこと
に効果があったと考えられた。
Ⅳ．考察
　これまでも発達障害のある児童生徒に対して，認知
行動療法，ソーシャルスキルトレーニング，アンガー
マネージメント，ストレスマネージメントなど様々な
取り組みがなされてきた（小西・稲垣・小林，2009；
中村，2009；野澤・吉岡，2010；冨谷，2010）。そ
れらはそれぞれに特徴をもち，各課題に対する有効
な方法として知られているものである。
　それに対して本プログラムは，一連の支援内容に，
自己肯定感を高めるための支援，ソーシャルスキル
を高めるための支援，怒りをコントロールするため
の支援，ストレスに対処するための支援と複数の内
容が含まれている。しかもそれらを，自己理解→他
者理解→円滑な人間関係づくりのスキル学習→スト
レスマネージメントと，理解しやすい流れに沿って
積み重ねられることが大きな特徴である。
　そして，特に自己肯定感が低い生徒は，そのこと
からの苦手意識のため，新しいことや初めてのこと
に抵抗を感じる場合が多いが（村山，2009），自分の
良いところに気づく学習からスタートできる本プロ
グラムは生徒の学習意欲を向上させることとなり抵
抗なく受け入れられたのではないかと考えられた。
　ワークシートは，なじみの薄い言葉をわかりやすい
言葉に置き換えたり，複数の内容を短くまとめたり
すること，実際の生活に近い内容にするなどの工夫
を行った。また，A 子の気持ちに配慮しながら，支援
者が捉えた A 子の課題に近いシナリオを設定し，実
生活で本人が応用しやすい工夫も行った。このよう
に，ワークシートはプログラム開発者のコンサルテー
ションのもとで，生徒の特徴や支援者のねらいによっ
て柔軟に作成することができるため，対象生徒に合
わせたものにすることができた。
　本プログラムの適応については，自己肯定感や他
者理解能力に課題がある生徒，対人関係のトラブル
のある生徒に対して有意義と考えられたが，どのよ
うな特徴をもつ生徒を対象にできるかについては検
　本プログラムがどのような課題をもつ生徒に有効
と考えられるかについては，「自己肯定感が低い」，「他
者理解の能力が低い」に６名が回答しており，「対人
関係のトラブルが多い」に４名が回答していた（図
４）。
　ただ，「A 子には有意義で有効であったが，対象と
なり得る生徒の範囲はある程度限られるのではない
か」という意見もあった。
　そして対象となり得る生徒の特徴としては，「落ち
着いて話を聞くことができる」，「自他を理解したい
気持ちがある」，「本人が課題意識をもっている」，「約
束事を意識できる」，「気持ちのコントロールがしに
くい」等があげられた（図５）。しかし，過半数の教
員が共通して回答したものはなかった。
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証が必要である。しかしながら，「落ち着いて話が聞
ける事」，「自他を理解したい気持ちがある事」，「本
人が課題意識を持っている事」や「約束事を意識で
きる事」などの特徴があるのではと考えられた。
　また，個別支援として実施した事で，他の生徒を
気にせずに自分の考えを口に出したり，まとめたり
することができ，集中して学習に取り組むことがで
きたと考えられる。1 対 1 の継続的で安定した関係の
中で行うことにより，自分が大切にされていること，
認めてもらっていることを実感でき安心して学習に
取り組むことができたと考える。しかしその反面，他
の生徒の考えを聞いたり，知ったり，やりとりをす
ることで考えを深めたりすることが難しいため，あ
らかじめ選択肢を準備しておくことや，想定される
意見を教員チームで事前に考えておくなど，内容を
深めるための工夫が必要であった。
Ⅴ．今後の課題
　今回の事例から，特別支援学校における生徒への
支援のためのツールとして，心理教育“サクセスフル・
セルフ”は有効であると考えられた。
　ただ，どのような生徒に活用できるかについては，
課題として残された。今後も事例を重ねることで明
らかにしていきたい。
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Title：Individual Support Using a Psychoeducational Program “Successful Self” at a Special Needs School
Key Words：special needs education, psychoeducation, psychological stability, promoting human 
relationships, individual support
Abstract
In special needs schools, some students suffer from emotional instability and various adaptive difﬁculties 
in human relationships. The Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology (MEXT) has 
established guidelines for special needs education. These educational guidelines categorize “Independence 
Activities” into six classifications: Health Promotion, Psychological Stability, Promotion of Human 
Relationships, Environmental Understanding, Physical Activity, and Effective Communication. Various 
methods to promote “Independence Activities” through group and individual sessions have been developed. 
“Successful Self” has proven to be an effective psychoeducational program to prevent psychological and 
behavioral problems while promoting better mental health in elementary and junior high schools. This case 
study involved a special needs student whose individual lessons were planned using “Successful Self”. It 
has been suggested that individual support sessions using the Successful Self Program were effective in 
promoting psychological stability and formation of better human relationships.
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